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先
人
の
熱
い
思
い
を
継
ぐ

教
育
者

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
国
の
動

き
と
し
て
二
〇
〇
七

（平
成
十
九
）

年
に
は
、
学
校
教
育
法
の

一
部
改
正

に
よ
り
従
来
の
特
殊
教
育
が
発
達
障

が
い
等
も
含
め
る
特
別
支
援
教
育
と

な
り
、
今
ま
で
特
定
の
障
が
い
に
対

応
し
て
い
た
盲

・
聾

・
養
護
学
校
が

複
数
の
障
が
い
に
対
応
で
き
る
特
別

支
援
学
校
と
な
っ
た
。

二
〇

一
一
年
八
月
に
は
障
害
者
基

本
法
の

一
部
改
正
が
行
わ
れ
、
共
生

社
会
の
定
義
と
障
が
い
を
理
由
と
し

た
差
別
の
禁
止
が
位
置
付
け
ら
れ

た
。二

〇

一
三
年
九
月
に
は
学
校
教
育

法
施
行
令
の

一
部
改
正
が
行
わ
れ
、

障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
に
つ
い

て
、
従
前
は
特
別
支
援
学
校
へ
の
就

石
川
支
援
学
校
た
ま
か
わ
校

（旧
玉
川
村
立
川
辺
小
）

，集

学
を
原
則
と
し
、
例
外
的
に
小
中
学

校
へ
の
就
学
を
可
能
と
し
て
い
た
が

（認
定
就
学
者
）
、
こ
れ
を
改
め
、

市
町
村
教
育
委
員
会
が
個
々
の
障
が

い
の
状
態
等
を
踏
ま
え
、
総
合
的
な

観
点
か
ら
就
学
先
を
決
定
す
る
仕
組

み
と
し
、
そ
の
際
、
本
人

・
保
護
者

の
意
向
を
可
能
な
限
り
喜
菫
す
る
こ

と
と
し
た

（聾

疋
特
裂

農

学
校
就

学
者
）
。
高
等
学
校
に
お
い
て
も
、

発
達
障
が
い
を
含
む
特
別
な
支
援
を

必
要
と
す
る
生
徒
が
在
籍
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
二
〇

一
八
年
度
よ
り
、

高
等
学
校
に
お
け
る
通
級
に
よ
る
指

導
の
制
度
が
運
用
開
始
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

本
県
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の

動
き
と
し
て
、
二
〇
〇
九
年
九
月
に

学
校
教
育
審
議
会
か
ら

「今
後
の
特

別
支
援
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」

の
答
申
が
あ
り
、

「地
域
で
共
に
学

び
、
共
に
生
き
る
教
育
」
の
推
進
と

い
う
基
本
理
念
が
示
さ
れ
た
。

東
日
本
大
震
災
を
経
て
二
〇

一
三

年
三
月
に
は

「福
島
県
立
特
別
支
援

学
校
全
体
整
備
計
画
」が
策
定
さ
れ
、

さ
ら
に
二
〇

一
五
年
二
月
に
は

「県

立
特
別
支
援
学
校
整
備
指
針
」
が
策

定
さ
れ
て
、
東
日
本
大
震
災
に
お
い

て
顕
在
化
し
た
課
題
や
特
別
支
援
学

校
施
設
を
巡
る
現
状
や
課
題
に
対
応

す
る
視
点
も
含
め
た
対
応
に
つ
い
て

示
さ
れ
た
。

特
に
小
中
学
校
等
の
児
童
生
徒
数

が
減
少
し
て
い
る
の
に
比
べ
、
特
別

支
援
学
校
の
児
童
生
徒
数
は
増
加
し

て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
二
〇

一
五
年

四
月
に
は
、

‐／、
わ
き
支
援
学
校
く
ば

た
校
が
勿
来
高
校
内
に
開
校
し
、
二

〇

一
七
年
四
月
に
は
、
巌
の

「唖
生

教
諭
」
の
実
践
が
行
わ
れ
た
玉
川
村

に

「石
川
支
援
学
校
た
ま
か
わ
校
」

が
、
巌
が
影
響
を
受
け
た
河
野
広
中

の
出
身
地
域
で
あ
る
田
村
市
に

「た

む
ら
支
援
学
校
」
が
開
校
し
た
。
現

在
、
本
県
に
お
け
る
特
別
支
援
学
校

は
、福
島
大
学
付
属
特
別
支
援
学
校
、

福
島
市
立
福
島
養
護
学
校
を
含
め
十

七
本
校
、
八
分
校
の
計
二
十
五
校
で

あ
る
。

二
〇

一
六
年
十
二
月
の
県
議
会

で
、
盲

・
聾

。
養
護
学
校
か
ら
支
援

学
校
へ
の
校
名
変
更
の
条
例
改
正
案

が
可
決
さ
れ
、福
島
県
立
聾
学
校
は
、

福
島
県
立
聴
覚
支
援
学
校
と
な

っ

た
。
現
在
本
校

（郡
山
市
）
、
分
校

（福
島
市

・
会
津
若
松
市

。
い
わ
き

市
）
合
わ
せ
て
百
八
人
の
幼
児
児
童

生
徒
が
学
ん
で
い
る
。

こ
こ
十
年
で
、
新
生
児
聴
覚
検
査

の
推
進
や
人
工
内
耳
等
の
医
療
技
術

の
進
歩
、
補
聴
シ
ス
テ
ム
等
の
情
報

保
障
技
術
の
進
展
に
よ
り
、
聴
覚
に

障
が
い
の
あ
る
幼
児
児
童
生
徒
の
か

な
り
の
者
が
、
聴
覚
を
活
用
し
て
回

話
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
一
し
か

し
、
個
々
の
聴
覚
障
が
い
の
状
況
や

集
団
の
中
で
の
間
こ
え
に
く
さ
は
当

然
あ
り
、
彼
ら
に
と
っ
て
手
話
は
必

要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
「
ン
の

一
つ

で
あ
る
。
現
在
県
内
で
は
、
郡
山
市

が
唯

一
手
話
言
語
条
例
を
制
定
し
て

お
り
、
今
後
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

聴
覚
支
援
学
校
の
職
員
玄
関
の
右

側
に
、
伝
統
的
な
教
え
で
あ
る

「前

の
者
は
後
の
者
を
　
後
の
者
は
前
の

者
に
」
の
石
碑
が
あ
る
。こ
れ
は
、前

に
生
ま
れ
た
者
は
後
に
生
ま
れ
た
者

を
導
き
、
後
に
生
ま
れ
た
者
は
前
に

生
ま
れ
た
者
を
訪

（と
）
ぶ
ら
う
と

い
う
意
味
で
、
か
つ
て
校
長
で
あ
っ

た
海
野
昇
雄
氏

（福
島
県
特
殊
教
育

史
の
著
者
）
が
、
中
国
の
僧
で
あ
る

道
綽
の
安
楽
集
か
ら
引
用
し
、
子
ど

も
た
ち
に
残
さ
れ
た
言
葉
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
特
別
支
援
教
育
の

先
覚
者
で
あ
る
岩
谷
巌
の
実
践
を
知

る
こ
と
に
よ
り
、
障
が
い
が
あ
る
な

し
に
か
か
わ
ら
ず
、

一
人

一
人
を
大

切
に
す
る
先
人
の
教
育
へ
の
熱
い
思

い
を
引
き
継
ぎ
、
子
ど
も
た
ち
の
可

能
性
を
信
じ
、
未
来
に
向
け
て
真
摯

（し
ん
し
）
に
教
育
実
践
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
岩
谷
巌
が
記
し
た

「年
中

日
記
」
は
、
二
〇

一
八
年
二
月
ま
で

に
石
陽
史
学
会

（鈴
木
吉
重
会
長
）

よ
り
発
刊
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

（筆
者
は
県
立
聴
覚
支
援
学
校
長

の
芳
賀
孝
美
氏
）

＝

認
石
谷
巌
」
は
終
わ
り
＝

※
・３
日
か
ら
は
詩
人
の
若
松
丈
太

郎
氏
が
文
学
研
究
者

・
評
論
家
の
荒

正
人
に
つ
い
て
執
筆
し
ま
す
。
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岩
谷
　
巌
国

共に学び、共に生きる

「前 の 者 は後 の 者 を  後 の 者 は前 の 者 に」の 碑 =郡 山 市 の 県 立 聴 党 支 援 学 校

「岩
谷
巌

『
唖
生
教
諭
』
の
実
践

」

「岩
谷
巌

の
小
高
小
学
校
運
営
と
河

野
広
中
」

「資
料
か
ら
た
ど
る
小
高
小
教
員
岩

谷
厳
の
実
践

と
河
野
広
中
」

（
い
ず
れ
も
有
我
究

）
、

「石
陽
社
の
発
会
は
明
治
Ｈ
年
２
月

１１
日
～

『
有

志
会
議
』
か
ら

『
石
陽
社
』
創
設

へ
～
」

（石
川

の
歴
史
を
学

ぶ
会
　
有
賀

究
）
、

「石
川
申
談

第
２‐
号
」

（
石
陽
史
学
会
）
、

「河
野
播
州
博
　
上
巻

・
下
巻
宍
河
野
播
州
博
編
集
會
）
、

「玉
川
村
の
教
育
」

（
玉
川
村
史
）
、

「
玉
川
村
の
教
育
～
明
治
年
間
～
」

（
玉
川
村
史
追
録
Ⅱ
）
、

「小
高
小
沿

革
誌
～
明
治
６
年
～
１３
年
～
六
玉
川
村
立
玉
川
第

一
小
学
校
　
菫
宗
一
巌
）
、

「学
部

百
年
史
」

「共

生
社
会
の
形
成

に
向
け
た
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

シ

ス
テ
ム
構
築
の
た
め
の
特
別
支
援
教
育

の
推
進
宍
い
ず
れ
も
文
部
科
学
省
）
、

「優

島
県
特
殊
教
育
史
」

（海
野
昇
雄
）
、

「今
後
の
特
別
支
援

教
育

の
在

り
方
に

つ
い
て
～

『
地
域

で
共
に
学

び
、
共
に
生
き
る
教
育
』
を
目
指
し

て

、
」

（橿

島
県
学
校
教
育
審
議
会
）
、

「福
島
県
教
育
史
第
１
巻
」

「福
島

県
立

特
別
支
援

学

校
全
体
整
備
計
画
」

「県
立
特
別
支
援

学
校
整
備
指
針
」

一
平
成
２９
年
度
Ｅ
島
県
の
教
育
」

「第
６
次
福
島
県
総
合
教
育
量
回
平
成
２９

年
度
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

（い
ず
れ
も
福
島
県
教
育
委
員
会
）
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